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研究成果の概要（和文）：2015年度から3カ年に渡り、初期中英語期に筆写された写本等に現れる異綴りと発音
の関係について調査をしてきた。特に現代英語<-ght>として現れる古英語-htの変化（摩擦音/h/がいつ消失する
のか）について取り扱った。その結果、一般的な英語史で言われているよりも少なくとも4半世紀あるいは半世
紀ほど早く認められることが確認された。またその変化はある方言から別の方言へと方言単位で組織的に推移す
るというよりは、それぞれの語によって変化の速度が異なることが明らかとなった。また英語音韻史研究におけ
る方言テクストの徹底的な再調査の必要性を感じた。

研究成果の概要（英文）：For the last three years (2015-2018), I have been exploring the relationship
 between the variant spellings and pronunciation which are found in the manuscripts written during 
the early Middle English Period (c.1150-1300). The change of Old English consonant cluster -ht 
(modern English <-ght>) and the timing of the loss of the fricative sound /-h/ were especially dealt
 with. The results show that the change could have occurred 25 to 50 years earlier that we usually 
think, and that the speed of change differs from word to word rather than undergoes systematically 
from one dialect to another. It is also clear from the project result that we need exhaustive 
re-examination on dialectal texts for the study of the history of English phonology. 

研究分野：歴史英語学, 英語音韻史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 英語発音の歴史はしばしば標準英語発音
の歴史と同等に考えられ、またその確立に重
きが置かれており、方言レベルでの発音と綴
り字の関係についての検証はさほどなされ
てこなかった。異綴りに関連する研究の多く
は語彙、形態、統語、韻律などに比重が置か
れており、我が国における音変化（特に中世
のそれ）研究は立ち遅れていると思われる。
また言語資料は文学作品から採られるのが
主流であったことから、より広範な種類の資
料を使用し、改めて発音変化に対する研究の
必要性を感じていたことが本研究を始める
きっかけである。 
 
２．研究の目的 
 英語発音の歴史において、かつて発音され
ていた音が発音されなくなり、それが元で更
なる発音の変化が引き起こされた。例えば
‘light’の<gh>の部分（/ç/）である。この
子音消失は中英語期に起こったとされてい
るが、「いつ・どこで・どのように・どのよ
うな語から」起こったのかについて十分に解
明されているとは言えない。本研究では現在
入手可能な言語データと写本や断片等から
得た情報を併せて、種々の発音が変化した軌
跡を辿る。この研究を通して得られる結果に
よっては、従来考えられてきた変化の時期設
定を修正することが期待される。言語資料を
文書の種類や方言別に分析し、また古写本に
現れる写字生の行動や習性から導き出され
る言語変化の痕跡も踏まえて、英語発音の歴
史的研究にあらたな知見を創出したい。 
 
３．研究の方法 
 Laing and Lass (2003)の理論に基本的に
従って、既存の資料を用いて州ごとに言語分
析を行う。同時に海外図書館等から取り寄せ
た写本のマイクロフィルムやデジタル画像
からテクストを転写し、独自に資料を整備、
データベース化をはかる。マイクロフィルム
等で判読不可能な箇所については渡英し写
本収蔵の図書館にて調査を行う。図書館によ
っては近年、写真撮影が可能となり日本に画
像を持ち帰って検証することができる。1 年
目から2年目は方言地域ごとに言語分析結果
をとりまとめ、3 年目は残りの方言地域につ
いて調査分析を完了させ、初期中英語期の音
変化の様子を俯瞰する。最終的にデータベー
スから異綴り、その総数、方言、写本の形態、
写字生の書体などの項目で検索が可能な状
態にしておくことで今後の研究に活用可能
である。 
 
４．研究成果 
(1)『初期中英語言語地図』をもとに当年度
必要な写本関連の情報（収蔵図書館、制作年
代、方言、書体）をまとめた一覧を作成し、
計画にあるように北部方言及び南部方言の
テクスト分析を進めた（写本画像を取り寄せ

ての転写作業もこの中に含まれる）。 
 まず古英語 Old English (OE) -ht の前の
母音が前母音であるか、後母音であるか、そ
の環境によって分類し、古英語-ht に対する
初期中英語期の異綴りを抽出し、比較をした。
特によく現れる３語（BRIGHT, KNIGHT, MIGHT）
について調査を行った。前母音+ OE -ht の環
境では、北部方言において、摩擦音/ç/のな
い形<-t>が少なく、主要形は<-ht>、ついで
<-ght><-3t>であった。南部方言では摩擦音
/x/のない形<-t>は全く現れず、<-th>という
形が１例のみ見られた。主要形は北部と同じ
く<-ht>である。また、後母音 + OE -ht の環
境では、北部方言の主要形は <-ht> で
<-ght><-3t>が同様に続く。南部方言では用
例そのものが少なく、わずかに<-ht>と<-3t>
が１例ずつあるのみであった。 
 以前より研究を続けていた後期中英語期
における異綴りの問題について、この調査で
の知見も加え紀要に投稿した（雑誌論文①）。 
 
(2)平成２８年度は写本画像からのテクスト
転写に加え、『初期中英語期言語地図』（A 
Linguistic Atlas of Early Middle English, 
ver.2）からの言語情報と実際の写本情報を
照合する作業を進めた。進めていく中で、写
本、方言、書体、内容等についての情報もま
とめ、適宜参照できるようにするためデータ
ベース化した（未公開であるが体裁等整い次
第順次公開予定）。 
 平成２８年７月にはそれまでの研究成果
を英国リーズ大学で行われた国際中世学会
（ International Medieval Congress ） で  
‘Digression or Progression?: An Analysis 
of the Variant Spellings of Old English -ht 
in the Early Middle English Period' と題 
して発表した（学会発表①）。この内容は‘On 
the Variant Spellings and Their Sounds of 
Old English -ht in the Early Middle English 
Period: A Brief Survey'として論文にまと
めた（雑誌論文②）。 
 続く９月にはロンドン、オックスフォード
を中心に写本調査を行い、マイクロフィルム
などの画像では不鮮明であった部分につい
て、直接写本との照らし合せ、不明点を明ら
かにした。また、それまでの本研究における
言語検証は主に「綴り字」と「脚韻」に頼っ
て進めてきたが、この伝統的な方法論だけで
は限界があると感じ、新たな視点、すなわち
「写字生による加筆・修正 addition / 
correction」を加えることにした。まだこの
理論には洗練が必要であるが、有効なもので
あると認められた。この観点から行った北部
方言テクストに関する研究の一端を、第９８
回チョーサー研究会において「写字生の修正
/習性から見る初期中英語期北部方言の諸相」
として発表した（学会発表②）。 
 
(3) 『初期中英語期方言地図』のデータと自
らが収集したデータを元に発音変化の検証



にあたった。昨年度の終わりに口頭発表した
ものを活字にした（雑誌論文③）。新たに取
り入れた分析の視点である「写字生の修正」
を様々なテクストにあてはめ、ある程度の進
展を見た。その成果をポーランドのポズナン 
にあるアダムミキエヴィッツ大学主催の国
際学会（The History of the English Language 
- Poznan; 2017 Conference）で口頭発表を
行い、好評を得るとともに参加者からの有益
な指摘や助言を受けることができた（学会発
表③）。 
 他言語（古ノルド語、古フランス語、アン
グロ・ノルマン語など）からの綴り字（およ
び発音）への影響については、例にあげた全
ての言語について書記法を検討することは
できなかったが、アングロ・ノルマン語を扱
うことができた。Anglo-Norman Text Society
から刊行されているテクストに現れる綴り
字の分析を進める過程でいくつかの興味深
い関連を見つけた。一例として、かつてアン
グロ・ノルマン語の影響によると言われてい
た OE -ht に対する<-ght>という綴り字が 
最初に現れるのが影響の強い南部ではなく
北部方言に見つかることが挙げられる。これ
は当時の写字生の行動（移動や経路など）を
再考する必要を匂わせるものである。 
 
上記 3カ年の研究により、以下のことを明ら
かにした。（１）OE -ht の摩擦音の消失はす
でに 1300 年代初頭には進行しており、（２）
その進み具合は語により異なる。（３）摩擦
音消失の最も早い例は西中部方言のテクス
トに現れ、次にイースト・アングリア方言に
見られる。（４）全体として摩擦音消失の時
期を現在まで考えられてきたものよりも 25
年から 50 年ほど早く設定することができる
のではないかと提案した。 
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